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　　ミシガン大学における Learning to Learn の授業
　　W. J. McKeachie（1921-present）
　　P. R. Pintrich (1953-2003)
　　学習の動機づけ方略を測定する the MSLQ







　Learning to Learn (2008) の著者，S. W. VanderStope と P. R. Pintrich は，
ともにミシガン大学で W. J. McKeachei のもとで学んだ認知心理学者である。




め，より賢くなってよく学ぶこと，“to get smarter and learn more”，を大学生













して人間は学習し，成長することも説いている。学習に関する調査 (the Learning 
Inventory) の第１項目をこの章では利用して学習が進められる。










の構築等の重要性が説かれている。学習に関する調査 （the Learning Inventory）
第３項目がこの章では利用される。第５章は，「リソースの管理Ⅱ−内的なツール」
























































２　ミシガン大学における Learning to Learn の授業
ミシガン大学における Learning to Learn の授業
　W. J. McKeachie と P. R. Pintrich により，ミシガン大学心理学部における学











（McKeachie, Pintrich, & Lin, 1985；Hofer et al., 1997）。
W. J. McKeachie（1921-）
　1940 年代から大学教育と大学生の学習を研究し，ミシガン大学で 60 年教鞭




書として，Teaching Tips: Strategies, Research, and Theory for College and 
University Teachers. （2005）がある。1994 年に発行された大学生の学習がテ
ーマの，Student Motivation, Cognition, and Learning という本は，サブタイ









P. R. Pintrich (1953-2003)
　P. R. Pintrich は大学生の自己効力感の研究を機に，学習における認知，動機づ
け，行動，の３要因を統合的に着目した。自己調整に関する研究が注目され始め
る前からこの分野の基礎研究をすすめ，多くの研究論文を産出した Pintrich のこ






R. Pintrich は 49 歳の若さで急逝したが，彼の研究と教鞭に影響を受けた研究者，
同僚達は Pintrich に見習うべく，熱意をもって優れた研究成果をあげ続けている。
学習の動機づけ方略を測定する the MSLQ
　Pintrich & De Groot （1990）は，認知的方略，メタ認知的方略，リソース管
理方略を主要な学習方法として位置づけた。McKeachie，Pintrich らは，これら
の方略の使用を測定する質問紙（Pintrich, Smith, Garcia, McKeachie, 1993）を
ミシガン大学における Learning to Learn のコースを通して開発し，大学生の学
習の動機づけ方略を教育現場に周知させることに貢献した。The MSLQ はさまざ
まな言語に訳され，このスケールの統計分析を含めた The MSLQ のマニュアル
（Pintirich et al., 1991）は，現在一般に公開されている。この質問紙は 15 のサブ
スケールがあり，ライカートスケールによる 81 問が含まれている。動機づけに関
して 31 問，学習方略に関して 31 問，そして学生のリソースの管理に関して 19 問
という内訳になっている。Learning to Learn （2008）では，学習に関する質問紙
(the Learning Inventory) として 13 サブスケール，67 問が掲載されており，クリ
ティカル・シンキング（批評的思考）のサブスケールの５問が the MSLQ（1993）
から直接引用されている。




図１参照），と A. Bandura （1986）は説き，社会的認知理論では自己調整学習は
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プロセスに能動的に関わる個人の能力に焦点が当てられていたが （Zimmerman & 
Bandura, 1994），最近の研究は，感情を調整する能力 (Pintrich & Zusho, 2002; 




























　この論稿で扱った S. W. VanderStope と P. R. Pintrich 共著の Learning to 
Learn (2008) は，ミシガン大学で 1980 年代からはじめられたコース Learning to 
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